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論文

計測器校正用計測・データ処理プログラムの開発

長谷川守一＊　　水野裕正＊

Development of a program for calibration of measuring instruments and data processing

Morikazu HASEGAWA and Hiromasa MIZUNO

Abstract　In recent years, to cope with ISO standards or measurement methods,

the standardization of electronic measuring instruments has been demanded. So
far, we have developed a program for electronic measuring instruments with

traceability, and for calibration of the instruments and processing of the data,

which help engineers and managers in medium and small sized enterprises. The
program we have proposed is for the software of electronic measuring instruments

and tabular representations. We were able to obtain data in graphical

representations and to process the data quickly and easily. In the present paper,
we report on the software for calibration of two electronic measuring instruments

and the new program.
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１.　緒　言

　近年，国際化の進展に伴いISO規格や計量法へ対応し

た，新たな電気計測器の管理が求められている。そこで，

中小企業を対象とした電気計測器のトレーサビリティに

役立てるため，計測器校正用の計測・データ処理プログ

ラムを開発した。

　実際の計測器校正では，各種の計測器毎に異なった計

測・データ処理プログラムの組み合わせが必要なため，

プログラムの開発に際しては，これまでの研究成果1)に

改良を加え，パーソナルコンピュータ（PC）のウィンド

ウズ一画面から，被校正計測器の計測とデータ処理が容

易に行なえること，同時に取得したデータを，より迅速・

自動的に処理できること，さらに測定がリアルタイム・

グラフィカルに確認しながら行なえること，等の機能の

実現を目指して行った。

　本文では，より高機能の計測・データ処理プログラム

を開発し，２種の計測器校正用機器に適用して，実験・

検討した結果，良好な動作が得られたので，その概要に

ついて報告する。

―――――――――――――――――――――――――
＊技術評価室

２.　実験方法

　計測・データ処理プログラムの開発実験は，次のよう

な開発環境及び計測機器を使用し，図１に示すような計

測システムを構築して行った。

2.1　開発環境

　計測及びデータ処理プログラムの開発には，計測プロ

グラム開発ツールとしてグラフィカルソフトウェア

（LabVIEW Ver.5.0）を，またデータ処理プログラム開

発ツールとして表計算ソフトウェア（ExcelVer.7.0,

Visual BASIC）をそれぞれ使用し，以下に示す計測器校

正試験用のソフトウェアで構築した計測器（以下，ソフ

トウェア計測器と称する。）を試作した。

　また，使用した計測機器は下記の通りである。

①　標準電圧電流発生器（GP-IB付）

②　ディジタルマルチメータ（GP-IB付）

③　パーソナルコンピュータ（GP-IB付）

④　供試計器等：分流器，指示計器，ディジタル計器
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図１　計測システムの構成

図２　直流分流器校正試験用のソフトウェア計測器

2.2　実験内容

　直流分流器校正試験用プログラムの開発

　図２に直流分流器の校正試験用に開発したソフトウェ

ア計測器を示す。この画面（フロントパネル）は，一つ

の画面（ファイル）の上段にLabVIEW_計測器（ファイ

ル）のウインドウを，下段にExcel_データ処理表（ファ

イル）のウインドウを，ActivX技術を使用して造り込み，

双方の連携関係を明確にしたものである。

　測定は，始めに上段のLabVIEW計測器のウインドウ

を開いてGPIB_データの取得（計測）とテキストファイ

ルへの保存を行う。次に，下段のExcel_データ処理表を

開いてマクロプログラムを実行し，取得データを自動的

に取り込み計算処理を行う。この機能の実現により，デ

ータ取得後にデータ処理表を各種ドライブやフォルダか

ら探す必要が無くなり，計測値をより速やかに計算処理

できるようになった。

　次に，図３，図４に，LabVIEW_計測器（直流分流器

校正器）のフロントパネル及びブロックダイアグラムを

示す。図３は，15Ａ分流器の校正終了時の画面を示して

いる。図において，数値表示器は小数点以下８桁（科学

表記法）とし，画面中央の取得データチャートは，右下

の「データ取得ボタン」を押下（マウスクリック）する

毎に取得データをプロット表示する。

　下部の「観測データチャート」は，直流分流器校正器

の動作（実行）中，繰返測定データをプロット表示し，

測定データの経時特性や測定レンジ別の相関特性を確認

できるように設計した。

　図４のブロックダイアグラムは，フロントパネルと相

互に連携しており，プログラム全体は，レンジ，ファン

クションの設定回路など数枚のシーケンスから成り立っ

ている。この画面のシーケンスは各種の函数を使用して

造りあげたもので，測定／演算／表示／保存等の機能の

論理ダイアグラムを示している。

　また，図５，図６にExcel_データ処理表（分流器校正

器用）及びデータ処理表マクロを示す。図５のデータ処

理表は，校正値の行に示したように，前記の15Ａ分流器

を校正する際に必要な計算式を予め入力してある。図は

標準器と被校正器について，1Ａから15Ａまで15点を往

復計60点測定し，計算処理した結果の例である。
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図３　直流分流器校正器のフロントパネル

図４　直流分流器校正器のブロックダイアグラム

　図６のデータ処理表マクロについては，使用の実態に

合わせて３種類のマクロを作成した。これはそれぞれモ

ード１：PCのフロッピーディスクを使用する場合，モー

ド２：ハードディスクを使用しGP-IBデータを取得する

場合，モード３：２と同様にGP-IBデータを取得した後，

自動計算処理を行わせる場合（本図）である。

　当所における通常の測定では，中小企業者からの依頼

内容が多岐に渡っていて統一することが困難なため，一

旦，モード２でGP-IBデータを取得した後，手動でコピ

ー・ペーストして自動計算処理することが多いが，試験

点が同一である場合にはモード３での使用が能率良い。

例えば，工場の検査ライン等，同種の製品を多数測定す

る場合，モード３での使用が有効である。この種の測定

では分流器外付の直流電流計を校正する場合と分流器
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図５　直流分流器校正器用のデータ処理表

図６　直流分流器校正器用のデータ処理表マクロ（編集画面）

そのものを校正する場合があり，同様のソフトウェア計

測器で行えるが，測定方法とデータ処理方法が異なる。

すなわち直流電流計の校正では，直流標準電流発生器を

電源として，計器の指示（表示）を指示値（公称値）に

合致させた時のディジタルマルチメータの測定値を，

GP-IBデータで取得し校正値を算出する。

　分流器の校正では同様の電源と切替器を使用し，定格

電流付近に於いて標準分流器と被校正分流器の双方の発

生電圧を同様にGP-IBデータで取得し，その後データ処

理表で自動計算処理して校正値を取得する。

　交流電圧電流計校正試験用プログラムの開発

　図７に交流電圧電流計校正試験用に開発したソフトウ

ェア計測器を示す。この画面は前記と同様にActivX技術

を使用して，上段にLabVIEW_計測器，下段にExcel_デ

ータ処理表を同一画面に造り込んだもので，計測データ

の取得と処理を速やかに行うことができる。
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図７　交流電圧電流計校正試験用のソフトウェア計測器

　次に，図８，図９に，LabVIEW_計測器（交流電圧電

流校正器）のフロントパネル及びブロックダイアグラム

（部分）を示す。図８は交流電圧電流計の校正終了時の

画面を示している。表示しているのは，交流電圧電流計

の電圧５レンジを往復測定した例である。

　図において，GP-IBデータ表示器は小数点以下５桁（科

学表記法）とし，画面右上の「取得データチャート」は，

前記の分流器校正器と同様に右下部のデータ取得ボタン

が押下されている時，取得データをプロット表示する。

　しかし，ここでは交流電圧電流発生器からのGP-IBデ

ータ出力はプリント信号を入力することによって得られ

るようにして使用しているので，データ取得ボタンを「押

されたらスイッチ」に設定し，交流電圧電流校正器を動

作（実行）状態にした後，データ取得ボタンを押下のま

まGP-IBデータを待受け状態にして使用する。

図８　交流電圧電流校正器のフロントパネル

　図８の画面でLabVIEWが動作状態にあり，データ取

得ボタンが「ON」になっているのは，このことを示し

ている。グラフィカルプログラムは前記と大略同様であ

るが，図９のブロックダイアグラム（部分）に示したよ

うに，交流電圧電流発生器からのGP-IB文字列データの

構成に合わせて，データ取得後の数値と単位の分離方法

に多少の工夫が必要であった。また，図10にExcel_デー

タ処理表（交流電圧電流校正器用）を示す。図10は前記

の交流電圧電流計を校正する際に必要なデータ処理表と

その処理結果を示しており，校正値の欄には必要な計算

式を入力してある。図は交流電圧電流計（13レンジ）に

ついて，電圧５レンジ，各５点を往復，計50点測定し計

算処理した例である。マクロは前記と同様３種類を作成

してあるが，設計思想は前記と同様であるので省略する。

　この測定では，被試験計測器の安全を確保するため計

測器の設定は手動で行い，発生器の電圧電流出力を手動

で調整し，校正点において，図１に示した別設のマイク

ロスイッチ(SW)を押しプリント可信号を送って，発生器

からのGP-IBデータを得るようにしている。しかし，工

場での製品検査システム等に使用する場合には，発生器

の制御と連動して常時GP-IBデータを得るようにする方

法も可能である。
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図９　ブロックダイアグラム（部分）

３．実験結果及び考察

　以上に述べた通り，２種のソフトウェア計測器の何れ

の測定に於いても，良好な試作（測定）結果が得られ，

グラフィカルプログラムによる計測とデータ処理の実用

性を確認した。

　特に，前回の研究をさらに進めて改良を加えソフトウ

ェア計測器を開発した結果，PCのウィンドウズ一画面か

らLabVIEW_計測器とExcel_データ処理表が使用可能

になり，取得データの一層速やかな処理が可能になった。

　また，測定をリアルタイム・グラフィカルに行なえる

ようになり，LabVIEW_計測器のウィンドウを拡大表示

した結果，判別が容易で使い良いソフトウェア計測器の

インタフェースが実現した。

　この他，グラフィカルプログラムを使用した結果，必

要に応じてドキュメンテーション作成に於いて，プログ

ラムの作成と同時に記録を残す機能が活用でき，ISO等

に対応した計測マニュアルの作成に役立てられる。

　実験の方法では，直流分流器校正器及び交流電圧電流

校正器の両方とも，ディジタルマルチメータを基準とし

て，発生器は安定化電源として使用する方法で，さらに

測定方法を共通化し標準化を図ることも可能である。

図10　交流電圧電流校正器用のデータ処理表

４．結　言

　グラフィカル計測制御プログラムとマクロデータ処理

プログラムによる，計測器校正用のソフトウェア計測器

は測定やドキュメンテーション作成の標準化に役立ち，

ISO規格や計量法へ対応する新たな計測管理ツールとし

て有用であるとの見通しを得た。

　今後さらにこれらの事例を応用して，中小製造業での

測定・試験におけるプログラム開発の負担軽減に役立て

るなど，計測管理の向上を図って行く計画である。
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